
【禁忌】（次の患者には投与しないこと）
本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者

【組成・性状】
１．組成

100 mL 中に次の成分を含有する。

〈有効成分〉    ホルマリン　　　　　　　40 mL

グアヤコール     　　 　40 mL

〈添 加 物〉　　エタノール　　　　　　  

２．製剤の性状

無色～淡赤色澄明の液で、強いホルムアルデヒドの

におい及びかすかな芳香性のにおいがあり、味は刺

激性でやくようである。

【効能・効果】
齲窩、抜髄根管及び感染根管の殺菌・消毒

【用法・用量】 

通法に従って齲窩及び根管を拡大、清掃後、滅菌小綿

球又は綿栓などを用いて、適量を齲窩及び根管内に挿

入し、仮封し、数日間作用させる。

【使用上の注意】 

１．慎重投与（次の患者には慎重に投与すること）
患歯根端 (尖 )部に急性炎症性病巣のある患者［症

状が悪化するおそれがある。］

２．重要な基本的注意
本剤は組織刺激性が強く、歯根膜炎を起こす場合が

あるので、注意して使用すること。

３．相互作用
併用注意（併用に注意すること）
本剤を塩化鉄 (Ⅲ )液、酸化クロム (Ⅵ )液、硝酸銀

液等と併用する場合には、変色又は沈殿を生じ、薬

効が減じるので注意すること。　

４．副作用
(1)重大な副作用

ショック、アナフィラキシー（頻度不明）
ショック、アナフィラキシーがあらわれることが

あるので、観察を十分に行い、蕁麻疹、そう痒、

呼吸困難、血圧低下等の異常が認められた場合に

は、適切な処置を行うこと。

(2)その他の副作用
過敏症（頻度不明）
過敏症状があらわれることがあるので、このよう

な場合には、使用を中止し、適切な処置を行うこ

と。

５．適用上の注意
(1) 軟組織に対し局所作用をあらわすので、口腔粘膜

等に付着させないよう配慮すること。したがっ

て、使用に際してはラバーダム防湿等を行うこ

と。

(2) 軟組織に付着した場合には、直ちに清拭し、消毒

用エタノール、グリセリン、植物油等で清拭する

か、又は多量の水で洗うなど適切な処置を行うこ

と。

また、手指等に付着した場合には、石けん等を用

いて水又は温湯で洗浄すること。

万一眼に入った場合には、直ちに多量の水で洗浄

する等の適切な処置を行うこと。

(3) 歯科用にのみ使用すること。

６．その他の注意

急性毒性（本剤 )3)

マウス (dd 系 ♂ )　経口　ＬＤ 50 ＝ 1.64 g/kg

　
【臨床成績】1)2)5)7)8)

適 用 症例数
成 績

良 好 概 良 不 良

齲 窩 53 29 23 1

抜 髄 根 管 164 117 43 4

感 染 根 管 279 216 54 9

【薬効薬理】　
本剤はＦＣに優るとも劣らない抗菌力を示し、ガス体

においても強力な抗菌力と有機物への強い浸透性を有

する 4)。

また、製造日に約３年の差を有する本剤の抗菌力及び

急性毒性を比較したところ、ほとんど差を認めず、長

期にわたる安定性が立証されている 3)4)。

本剤は優秀な蛋白凝固性を示すと同時に、病理組織学的

に歯髄及び歯周組織に対する為害性が極めて少なく 6)7)8)、

齲窩、抜髄根管及び感染根管に応用された場合、不快

症状の発現が少なく、優れた殺菌・消毒効果が確認さ

れている 1)2)5)6)7)8)10)。　

【有効成分に関する理化学的知見】
１．一般名：ホルマリン（Formalin）

性　状 :本品は無色澄明の液で、そのガスは粘膜

を刺激する。本品は水又はエタノール

(95) と混和する。本品は長く保存する

とき、特に寒冷時に混濁することがある。
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　＊

貯　　法：光を避けて室温で保管すること。

使用期限：外箱及びラベルに表示の

使用期限内に使用すること。
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２．一般名：グアヤコール（Guaiacol）

化学名：2-Methoxyphenol

分子式：C7H8O2（分子量：124.14）

構造式： 

性 状：本品は無色～淡紅色澄明の油状の液又は

無色の結晶で、特異な芳香があり、液は

強く光線を屈折する。本品はジメチルホ

ルムアミド、エタノール（95）又はジエ

チルエーテルと混和する。本品は水にや

や溶けにくい。

【取扱い上の注意】
＜注意＞引火性があるので、火気に注意して使用・保

管すること。

【包　装】
15 mL
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